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組織

建物

矯風会外人部会委員会の活動

診療・健康相談

聖ルカ病院救療部から医師派遣

医師・看護師採用

診療所認可

産院開設

母性相談

疎開相談

生活厚生指導 困窮者への物資給与及び相談 生活相談

歳末無料診療

人事相談及び救済

給食

授産

スリフトショップ

ミルクステーション

ララ物資等配布

沓掛学荘御殿場富士岡荘調布上石原

夏休み子供の学校開始

一宮学園稲毛津田沼

学齢児余暇指導

少年少女クラブ 会員120名

児童図書館

園庭開放

青年余暇指導

興望館後援会

賛助会

会員は利用者及び役職員など

青少年館後援組織結成

地域会員による青少年館建設に向けた賛助会発足 現在の後援会に発展

協力食事部

青年部 会員30名、
クラブ活動、宗教集会

会員50名 「若土」発行

図書400冊、雑誌150冊、閲覧：午後２～６時

少年少女クラブ

幼児クラブ（幼稚園類似園）

毎日午後3～6時、学習、読書、
音楽、手技等、利用実数125名

青少年館 少年部事業（趣味・スポーツクラブ、
教室、学童クラブ：小1～3年、月～金）

夏期キャンプ：幼児・親子・小1～2年・
小3～6年・青年、スキーキャンプ

学童Ⅰ期・Ⅱ期・野球・中学生・高校生・
ボランティアセミナー・ウィンター

学童Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期・野球・中学生・
中学生学習・高校生（米国ツアー）・
青年・スキー3期

学童Ⅰ期・Ⅱ期・野球・
中高生（小淵沢）・
スノーキャンプ

幼児・わくわく・低学年・
高学年・中高生・
スノーキャンプ

幼児再開・わくわく新設 外部会場に変更

看護師参加

月～土、
小1～6年に拡大
1日平均36人利用

学童クラブ
低・高学年
2クラス制

児童センター
に認可変更

墨田区から
学童クラブ
認可

19時までの延長 自由来館
登録制

週2日以内
特別会員
制度

1年生分室設置
学童同窓会

曳舟小学校
1年生下校支援

お食事友の会のみに、会員数71名、平均82歳お食事友の会・書道会・けんこうクラブ

英国首相夫人来訪イリノイ州高校生
 ホームステイ

定員80名
に拡大

ログキャビン建設

利用実数67名、聖書研究、
コーラス、ハイキング等

利用実数82名、習字、
コーラス、料理等

サークル数は青少年館
開設当初の1/3に減少

音楽スタジオ設置ボランティアリーダー会青少年館　青年成人部事業（スポーツクラブ、
コーラス、趣味教室等）貸館プログラム

全社協アジア社会
福祉従事者研修

ＩＣＹＥ
（国際キリスト者青年交換）

韓国福祉財団
職員交換研修

ＧＡＰ
（現ラティテュード
青年ボランティア）

年配者プログラム

落語会・バスツアー お食事友の会開始

海外からの研修生、ボランティア受け入れ

チャリティー
コンサート

白米廉売

歳末特別事業

職業紹介

奨学金給与

栄養補給

乳幼児健康相談

３月暴風雨で倒壊
９月震災で焼失

9月本館竣工

保育園
(40) (65) (75) (120) (180) (250) (50) (120) (160) (200) (189) (219) (170) (160)

隣地購入、保育園増改築

本館クラブ室、事務室を拡張し、
一部に児童図書室を開設する。

旧白米倉庫を館長住宅に改造

常設転住施設開設

戦時託児所開設 児童福祉法による認可

富ヶ丘疎開保育所
2歳未満児定員拡大

沓掛学荘　疎開の家

戦災孤児収容

養護施設 沓掛学荘

児童福祉法による認可 グループホーム「さざんかの家」施行

長野県委託中止

モミの木献金

2,3歳児クラス増設 零歳児保育認可

延長保育19時に拡大 乳児クラス増設

文庫活動「ヨムヨム」

専門機能強化型施設施設内グループホーム化推進養護委員会設置

自立援助ホーム

保育園3階でアフターケア 自立援助ホーム「もみの木」認可

子育て安心ステーション
保育ママへの配食

入院実施

乳児院

疎開の家として冬期設備

保育園拡張

２階建て保育園増築 五五館建設 給食調理室等の別棟建築 鉄筋コンクリート3階建
保育園舎新築

保育園別館建設

中学生居室棟建設 女子職員寮建設、本館を鉄筋コンクリート2階建てに建て替え ログキャビン建設 一部小舎制に改造 本館大規模改修、４ホーム体制整備 ５ユニット棟と管理棟に建て替え

園舎3階改装しもみの木開設

体育館1階大規模修繕西側職員宿舎が焼失 耐震工事

２階建て児童居室棟建設

青少年館新築

社会福祉法人設立

広報誌「こうぼうかん」創刊 バザーを興望館デーに発展

保育園用建物、職員宿舎
及び炊事場建築

カナダメソジスト宣教師社団に所属

矯風会向島支部を発会 社会事業法による届け出

財団日本基督教婦人矯風会に所属 財団法人設立

児童福祉

事業

医療

救済、
救護、
生活支援

地域活動

後援会

T8.1～S2.10/S2.10～S10.4/
S10.4～S18.12/S18.12～S27.5/
S27.5～現在

松倉町

寺島町/京島

軽井沢沓掛

保育園
（定員）

富ヶ丘疎開保育所

疎開の家（母子・幼児・学童疎開）

戦災児・孤児・引き上げ児の収容

児童養護施設（沓掛学荘）

沓掛OBアフターケア・自立援助ホーム

乳児院

診療及び
健康相談・診療所（S11.9～)

乳幼児健康相談

助産施設

母性相談

歳末無料診療

栄養補給

人事相談及び救済・
生活厚生指導・生活相談

給食

白米廉売

歳末特別事業（クリスマス・古物支給
及び廉売・伸し餅配給及び廉売

給職・職業紹介

奨学金給与

授産

スリフトショップ(授産品販売店経営）

ミルクステーション

同胞援護会委託生活必需品頒布所・
ララ救援物資の配布

転住生活訓練・幼児学童転住指導・
夏休み子供の学校・キャンプ

学齢児余暇指導・青少年館の少年部
事業（趣味クラブ・教室・教科教室）・
学童クラブ

児童図書館

児童遊園地・遊戯運動場開放

幼児クラブ

男女青年余暇指導：母姉青年余暇指導・
青少年館の成人部・教室活動

年配者プログラム

国際交流

協力食事部

後援会・賛助会

日本における社会福祉事業の歴史

Ｔ８．１～現在

Ｔ８．１０～Ｓ４．３

Ｓ４．４～現在

Ｓ１５．５～現在

Ｔ夏～Ｓ２０．３／
Ｓ２１．６～現在

Ｓ２０．５～Ｓ２１．３

Ｓ１９．３～終戦

終戦～Ｓ２３．１

Ｓ２３．１～現在

S62～Ｈ１６．４

Ｓ２３．１～Ｓ２６．６

Ｓ３．１０～Ｓ２０．３／
Ｓ２０．１２～Ｓ４０．１１

Ｓ３．１０～１９／
２１～２９

Ｓ２１．１１～Ｓ２４．１０

Ｓ２４．１０～Ｓ４０．１１

Ｓ５～Ｓ１７

Ｓ７～Ｓ１９

Ｔ１３～Ｓ４３

Ｓ６～Ｓ１９

Ｓ５．１０～Ｓ１５．５

Ｓ５～Ｓ１５

Ｓ７～Ｓ１７

Ｓ７～Ｓ１９

Ｓ２～Ｓ２０．３

Ｓ１３～Ｓ２０．５

Ｓ２１．１２～Ｓ２８

Ｓ２２～Ｓ２７

Ｔ１３～Ｓ１８／
Ｓ２３～現在

Ｓ３～Ｓ１５／
Ｓ２３～現在

Ｓ８～Ｓ１９

Ｓ７～Ｓ１９／
Ｓ２３～Ｓ４３

Ｓ４５～Ｈ３

Ｓ４～Ｓ１９／
Ｓ２３～Ｈ２２

Ｓ５９～現在

Ｓ５５／
Ｓ６１～現在

Ｓ３７．４～Ｓ４８

後援会：
Ｓ１０～１８／
Ｓ２２～３０／
Ｓ４１～現在
賛助会：
Ｓ２４．１２～Ｈ１

明治後半に産業の近代化が進むと、都市には社会的貧困が生じるが、国は国民への生活
保障責任を認めない時代で、例外的にわずかな救済。多くは民間社会事業が家族扶養を
受けられず窮乏する人 を々救済、篤志家や宗教団体などが自己資金や寄付を集めて社会
事業を展開した。

占領政策下。GHQは日本政府に
非軍事化及び国の責任で国民の
生活困窮を救済することを命じた。

新憲法に国民の基本的人権と国による生活保障の責任が明記される。社会福祉法令が整
備され、戦後の経済復興とその後の高度経済成長を背景に、措置制度による社会福祉事
業が展開、福祉国家として発展していく。入所サービスが中心の時代で、国、自治体、社会福
祉法人のみが社会福祉事業を行える。施設運営に公費補助が保証された反面、国の厳し
い規制を受ける。

国際障害者年を契機に障害があっても地域
社会で当たり前の暮らしを継続することが重
要視され、福祉は入所サービスから在宅サー
ビス中心の時代に変化していく。

超高齢社会に向けて介護保険制度が開始、福祉業界においても
多元的社会福祉事業体による競争原理の導入や、利用者が利用
契約により自己責任でサービス選択を行う「社会福祉基礎構造改
革」が推進される。

＜作成：鈴木みな子＞
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興望館略年史 1919-2019
事業の変遷と継承

学童クラブ


